
ろ
、
も
う
日
本
海
に
も
米
軍
の
潜
水
艦
が
出
没
し
、
空
か
ら
も

爆
撃
さ
れ
、
あ
る
い
は
機
雷
が
投
下
さ
れ
て
い
て
、
沈
没
す
る

船
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
救
命
具
も
不
足
し
て
い
る

の
で
前
後
に
五
本
ず
つ
の
竹
筒
を
組
み
、
胴
に
く
く
り
つ
け
て

の
航
海
で
し
た
。
そ
の
間
米
潜
水
艦
に
追
わ
れ
蛇
行
し
な
が
ら

で
し
た
。

当
然
、
撃
沈
さ
れ
た
味
方
の
船
も
あ
り
ま
す
。
さ
ま
よ
う
う

ち
に
「
陸
が
見
え
た
、
陸
が
見
え
た
」
と
叫
ぶ
、
た
ぶ
ん
千
島

列
島
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
幸
い
に
も
そ
こ
は
新
潟
港

で
し
た
。
こ
う
し
て
私
は
救
わ
れ
た
の
で
す
。
生
き
て
帰
っ
て

故
郷
日
本
に
戻
り
え
た
自
分
は
幸
せ
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、

そ
の
後
、
茨
城
県
の
鹿
島
灘
の
浜
、
千
葉
の
九
十
九
里
ま
で
汽

車
で
行
き
、
そ
こ
に
泊
ま
り
な
が
ら
、
対
米
上
陸
軍
防
御
の
陣

地
構
築
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
終
戦
で
す
。

今
は
飽
食
時
代
と
言
っ
て
も
い
い
が
、
戦
争
体
験
者
と
し
て

次
代
に
残
す
べ
き
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と
の
楽
し
み
、
自
由
で

あ
る
こ
と
の
嬉
し
さ
、
自
分
自
身
を
築
い
て
い
る
こ
と
の
幸
せ
、

さ
ら
に
人
と
の
触
れ
合
い
…
…
平
和
そ
の
も
の
を
願
う
気
持
ち

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
東
軍
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

阿
爾
山
照
空
隊
　 岩手
県 

谷
川
源
一
　 

軍
隊
に
入
っ
て
か
ら
の
履
歴
は
「
軍
隊
手
牒
」
に
記
入
さ
れ
、

そ
れ
が
公
的
な
資
料
と
し
、
兵
隊
個
人
に
も
渡
さ
れ
、
更
に
同

様
な
軍
歴
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
轄
の
連
隊
区
司
令
部
の
兵
籍
簿
と

し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
昭
和
十
四
年
三
月
四
日
、
現

役
兵
と
し
て
高
射
砲
第
十
連
隊
第
三
中
隊
に
入
営
す
る
以
前
の

昭
和
十
四
年
一
月
十
四
日
よ
り
、
主
と
し
て
軍
隊
に
関
す
る
記

録
と
、
公
的
な
事
項
や
心
情
な
ど
を
六
冊
の
手
帳
に
日
記
と
し

て
綴
っ
て
お
き
ま
し
た
。

私
は
大
正
七
年
一
月
二
十
九
日
、
岩
手
県
上
閉
伊
郡
遠
野
町

（
現
遠
野
市
）
拾
参
地
割
、
四
拾
参
番
地
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
二
年
徴
集
の
徴
兵
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
で
し
た
。
当

時
甲
種
と
い
え
ば
心
身
共
に
健
全
と
太
鼓
判
を
押
さ
れ
た
男
子



と
し
て
、
一
つ
の
名
誉
で
も
あ
っ
た
と
地
方
で
は
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
特
に
昭
和
六
年
の
満
州
事
変
、
十
二
年
の
支
那
事
変

勃
発
の
年
は
戦
時
に
突
入
し
た
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。
国
際
情

勢
と
国
民
感
情
の
昂
揚
と
の
中
に
挟
ま
れ
、
経
済
的
に
は
比
較

的
乏
し
か
っ
た
我
々
東
北
地
方
の
壮
丁
の
多
く
の
心
境
は
複
雑

で
し
た
。

昭
和
初
期
の
経
済
恐
慌
と
、
い
わ
ゆ
る
東
北
の
大
冷
害
と
の

影
響
は
依
然
と
し
て
岩
手
県
の
農
村
に
は
残
っ
て
い
ま
し
た
。

働
き
手
の
青
年
が
、
国
民
の
義
務
で
あ
る
と
は
い
い
な
が
ら
、

仕
方
な
い
と
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
が
ら
、
事
実
は

一
家
の
生
計
の
柱
と
な
っ
て
い
る
壮
丁
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

老
祖
父
母
や
病
弱
な
父
母
、
幼
い
弟
妹
を
残
し
な
が
ら
、
後
ろ

髪
引
か
れ
る
思
い
を
し
て
入
営
し
た
小
作
農
の
方
も
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
戦
友
に
と
っ
て
は
、
軍
隊
生
活
の
厳
し
さ
な
ど
は

耐
え
ら
れ
る
、
そ
れ
よ
り
残
さ
れ
た
家
の
生
計
や
病
状
は
と
心

を
傷
め
る
こ
と
の
方
が
大
き
な
苦
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
軍
隊
の
労
苦
と
は
軍
隊
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
思
い
、
軍
隊
に
入
っ
た
瞬
間
か
ら
あ
っ
た
こ
と
で
、
軍

隊
を
知
ら
な
い
現
在
の
人
々
に
は
理
解
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
。

幸
い
に
私
は
体
格
に
も
恵
ま
れ
、
家
庭
も
一
応
後
顧
の
憂
い

な
く
入
営
し
た
の
で
す
か
ら
幸
せ
で
し
た
。
私
の
入
隊
は
中
部

第
七
十
二
部
隊
と
い
う
通
称
号
で
場
所
は
静
岡
県
の
浜
松
で
し

た
。
満
三
年
二
カ
月
間
の
軍
歴
に
つ
い
て
は
軍
隊
手
牒
に
概
要

は
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
十
四
年
三
月
四
日
現
役
兵
ト
シ
テ
高
射
砲
第
十
連
隊

第
三
中
隊
ニ
入
営
　
○
同
年
七
月
十
六
日
関
作
命
第
六
七
号

ニ
依
リ
応
急
派
兵
下
令
　
○
同
年
七
月
十
七
日
関
東
軍
第
一

野
戦
照
空
隊
ニ
編
入
　
○
同
日
牡
丹
江
ニ
向
ヒ
公
主
嶺
出
発

○
同
月
十
九
日
牡
丹
江
ニ
到
着
牡
丹
江
要
地
防
空
　
○
八

月
四
日
牡
防
作
命
第
八
号
ニ
依
リ
同
月
五
日
阿
爾
山
ニ
向
ヒ

牡
丹
江
出
発
　
○
同
月
七
日
阿
爾
山
到
着
阿
爾
山
要
地
防
空

○
同
年
九
月
二
十
四
日
山
命
第
三
十
五
号
ニ
依
リ
同
月
二

十
五
日
公
主
嶺
ニ
向
ヒ
阿
爾
山
出
発
　
○
同
月
二
十
七
日
公

主
嶺
到
着
　
○
同
月
三
十
日
復
員
完
結
（
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

完
結
の
意
味
）
　
○
同
年
十
月
二
十
日
牡
丹
江
ヘ
移
駐
ノ
タ

メ
公
主
嶺
出
発
　
○
同
月
二
十
三
日
牡
丹
江
到
着
　
○
同
日



ヨ
リ
同
地
駐
留
警
備
　
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
四
日
瓦
斯
兵

ヲ
命
ス
　
○
同
年
三
月
一
日
砲
兵
上
等
兵
（
高
射
砲
の
兵
科

は
砲
兵
科
で
あ
る
）
　
○
昭
和
十
四
年
八
月
七
日
ヨ
リ
同
年

九
月
二
十
五
日
■
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
事
件
ニ
参
加
　
○
昭
和

十
六
年
五
月
一
日
陸
軍
兵
長
　
○
同
年
五
月
二
十
日
下
士
官

勤
務
ヲ
命
ズ
　
○
昭
和
十
六
年
七
月
十
日
高
砲
一
〇
作
命
甲

第
五
号
ニ
依
リ
牡
丹
江
要
地
防
空
ニ
従
事
　
〇
七
月
二
十
九

日
動
員
編
制
ニ
ヨ
リ
照
空
第
一
中
隊
ニ
編
入
　
○
昭
和
十
六

年
八
月
二
日
動
員
完
結
　
○
昭
和
十
七
年
四
月
十
三
日
任
陸

軍
伍
長
　
○
昭
和
十
七
年
四
月
二
十
三
日
中
部
七
十
二
部
隊

ニ
転
属
　
○
四
月
二
十
七
日
釜
山
出
帆
　
○
同
月
二
十
九
日

宇
品
上
陸
　
○
同
月
三
十
日
中
部
第
七
十
二
部
隊
到
着
第
五

中
隊
配
属
　
○
五
月
三
日
現
役
満
期
除
隊
　
○
五
月
四
日
予

備
役
編
入

入
営
し
、
ま
ず
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
上
官
、
特
に

直
属
上
官
の
名
前
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
連
隊
長
、
中
隊
長
で
あ

り
、
更
に
大
切
な
の
が
連
隊
長
の
方
針
で
あ
り
ま
す
。
一
般
歩

兵
で
す
と
師
団
長
、
兵
団
長
で
あ
り
ま
す
が
、
高
射
砲
で
す
の

で
当
時
は
関
東
軍
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
関
東
軍
司
令
官
が
直

属
上
官
の
ト
ッ
プ
で
し
た
。
当
時
は
植
田
謙
吉
大
将
で
す
。
連

隊
長
は
山
岡
重
光
中
佐
、
中
隊
長
は
内
海
精
一
中
尉
で
、
班
長

は
新
堂
邦
夫
軍
曹
で
あ
り
ま
す
。
入
営
し
て
か
ら
現
在
は
五
十

七
年
間
、
細
か
い
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
の
は
こ
の
六
冊
の
手

帳
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

連
隊
長
の
方
針
は
、「
忠
―
君
に
対
し
二
心
な
き
こ
と
」「
節

―
節
制
が
正
し
く
其
の
操
を
守
る
」「
吾
々
軍
人
は
名
が
命
で

あ
る
」「
軍
人
勅
諭
を
覚
え
る
こ
と
は
、
軍
務
に
精
励
す
る
こ

と
で
あ
る
」
具
体
的
に
は
一
、
軍
人
精
神
ノ
鍛
錬
二
、
団

結
の
鞏
固
　
三
、
必
中
ノ
信
念
（
砲
兵
は
特
に
）
　
四
、
実
戦

的
訓
練
　
五
、
馬
匹
車
輛
ノ
愛
護
　
六
、
正
シ
ク
強
ク
朗
ラ
カ

ニ
」
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
ま
す
。

高
射
砲
隊
に
入
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
一

般
歩
兵
と
は
全
然
違
っ
た
教
育
で
思
わ
ざ
る
苦
労
で
し
た
。
私

は
軍
隊
に
関
し
て
は
、
学
校
で
軍
事
教
練
も
受
け
、
真
面
目
に

勉
強
を
し
て
い
て
一
応
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
。

ま
た
体
力
も
あ
り
ま
し
た
し
、
柔
道
は
有
段
者
で
も
あ
り
ま
し



た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
概
の
訓
練
に
は
耐
え
得
る
と
秘

そ
か
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
相
当
の
厳
し
さ
は
あ
っ
て

も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

高
射
砲
隊
、
特
に
私
は
照
空
灯
、
聴
音
機
等
の
防
空
関
係
機

器
の
操
作
、
電
気
関
係
、
機
械
の
構
造
な
ど
、
小
銃
や
機
関
銃

を
扱
う
兵
種
と
違
っ
た
機
械
工
学
、
数
学
、
光
学
、
聴
音
な
ど

私
に
と
っ
て
は
今
ま
で
縁
の
な
い
、
経
験
の
な
い
勉
強
と
演
習

の
連
続
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
教
育
状
況
の
中
で
私
の
心
を
最
も
悩
ま
し
た
精

神
的
苦
労
と
は
、
幹
部
候
補
生
受
験
を
強
く
推
さ
れ
た
こ
と
で

し
た
。「
上
官
の
命
令
は
天
皇
の
命
令
で
あ
る
」
と
軍
人
勅
諭

で
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
軍
隊
と
い
う
特
殊
な
環
境
の
中
で
、
班

長
・
教
官
・
人
事
係
・
中
隊
長
か
ら
の
言
葉
で
す
。

人
事
係
は
母
で
あ
り
、
中
隊
長
は
父
で
あ
り
、
班
長
は
兄
で

あ
る
と
い
う
の
が
軍
人
の
家
庭
と
い
う
兵
営
で
の
生
活
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
は
長
男
で
あ
り
家
を
継
ぐ
と
い
う
責
務
が

あ
り
ま
す
。

父
も
母
も
そ
の
こ
と
を
切
に
望
ん
で
い
ま
し
た
し
、

こ
れ
が
日
本
の
特
に
農
村
や
旧
家
の
無
言
の
掟
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
「
忠
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
孝
な
ら
ず
、
孝
な
ら
ん
と
欲

す
れ
ば
忠
な
ら
ず
」
の
ジ
レ
ン
マ
の
中
で
の
初
年
兵
生
活
は
肉

体
的
な
苦
労
よ
り
何
ほ
ど
苦
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

苦
し
み
は
今
の
人
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
私
の
時
代
は
昭
和
十
四
年
、
支
那
事
変
の
こ
ろ
で

す
が
、
大
戦
末
期
の
歩
兵
等
の
一
般
兵
科
の
幹
部
候
補
生
が
航

空
科
に
転
科
し
、
更
に
操
縦
見
習
士
官
と
し
て
特
別
攻
撃
隊
へ

志
願
を
と
要
望
さ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
私
と
い
え
ど
も
幹
候

志
願
を
断
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
家
庭
の
事
情
を
理

由
に
幹
候
志
願
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
一
期
の
教
育
が
終
了
し
て
間
も
な
く
、
ノ
モ
ン
ハ

ン
事
件
勃
発
に
よ
り
応
急
派
兵
、
翌
日
、
関
東
軍
第
一
野
戦
照

空
隊
に
編
入
と
な
り
、
満
州
の
牡
丹
江
に
向
か
っ
て
駐
地
公
主

嶺
を
出
発
し
ま
し
た
。
正
式
に
は
昭
和
十
四
年
八
月
七
日
よ
り

「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」
参
戦
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
格
的
な
対
空
戦
闘
は
恐
ら
く
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
七
月
十
七
日
の
早
暁
午
前
四
時
、
非
常
呼
集
が

あ
り
、
軍
装
を
整
え
て
待
機
し
て
機
械
、
器
具
を
準
備
し
て
貨

車
に
積
み
込
む
。

翌
十
八
日
に
は
一
日
中
貨
車
の
中
で
過
ご
す
。

十
九
日
牡
丹
江
の
小
学
校
講
堂
を
宿
舎
と
す
る
。
二
十
日
出
発



し
一
路
陣
地
に
向
か
い
進
入
。
そ
の
晩
、
私
は
衛
兵
勤
務
い
よ

い
よ
第
一
線
で
の
警
戒
勤
務
で
緊
張
す
る
。
何
し
ろ
、
初
め
て

の
対
ソ
戦
で
す
。

二
十
一
日
は
相
変
わ
ら
ず
晴
れ
で
は
あ
っ
て
も
露
営
地
に
蚊

の
多
い
の
に
は
閉
口
で
す
。
敵
機
の
来
襲
な
し
。
第
三
軍
参
謀

の
巡
察
も
あ
る
た
め
か
、
掩
体
壕
を
掘
り
、
敵
機
の
来
襲
、
銃

爆
撃
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
次
の
よ
う
な
守
則
に
よ
り
警
戒
を
す
る
。

第
一
動
■

一
、
指
示
せ
ら
れ
た
る
経
路
を
見
回
り
器
材
を
監
視
す
。

二
、
特
に
上
空
に
対
し
深
く
注
意
す
。

三
、
爆
音
（
機
影
）
其
の
他
異
状
を
認
め
た
る
時
に
直
ち
に

照
空
隊
長
並
び
に
衛
兵
所
に
急
報
す
。

第
二
動
■

一
、
指
示
せ
ら
れ
た
る
経
路
を
見
回
り
警
戒
し
併
せ
上
空
に

注
意
す
。

二
、
昼
間
使
用
せ
し
火
気
盗
難
に
注
意
す
。

三
、
異
状
を
認
め
た
る
時
は
照
空
隊
長
並
に
衛
兵
所
に
急
報

す
。

そ
の
間
、
私
は
体
調
を
崩
し
て
の
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
が

八
月
三
日
ご
ろ
、
よ
う
や
く
健
康
回
復
し
再
び
使
役
を
し
な
が

ら
で
は
あ
っ
た
が
戦
況
は
逐
次
変
化
し
て
き
た
よ
う
で
あ
り
ま

し
た
。
四
日
十
七
時
三
十
分
急
に
命
令
が
下
り
陣
地
を
撤
去
、

夜
間
の
中
に
器
材
を
全
部
ま
と
め
て
貨
車
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

八
月
五
日
朝
出
発
、
終
日
車
中
に
て
過
ご
し
、
六
日
ハ
ル
ビ

ン
通
過
、
終
日
車
中
で
過
ご
す
。
七
日
午
前
七
時
十
五
分
、
ハ

ロ
ン
ア
ル
シ
ャ
ン
到
着
、
機
材
を
下
ろ
し
て
陣
地
侵
入
、
い
よ

い
よ
戦
闘
の
渦
中
に
入
る
。
早
く
も
敵
機
の
爆
音
を
聞
き
、
急

遽
、
夜
中
照
空
灯
の
発
電
車
を
山
上
に
引
き
上
げ
る
。
八
日
、

更
に
射
光
機
（
照
空
機
）
を
山
に
引
き
上
げ
、
一
時
整
置
し
、

夜
中
空
襲
に
対
す
る
た
め
掩
体
壕
を
掘
り
ま
し
た
。

九
日
予
期
し
た
ご
と
く
敵
機
来
襲
す
る
。
昼
夜
を
通
し
て
掩

体
と
防
空
壕
を
掘
り
ま
し
た
。

翌
十
日
、
本
格
的
空
襲
、
午
後
数
十
機
の
敵
機
が
来
襲
す
る
。

初
め
て
直
接
敵
影
を
見
ま
し
た
。
我
々
照
空
機
は
高
い
所
に
設

置
し
て
あ
る
の
で
、
敵
機
の
銃
爆
撃
を
受
け
れ
ば
被
害
は
大
き

く
な
る
危
険
は
大
き
い
。
高
射
砲
隊
も
対
空
射
撃
を
盛
ん
に
し



七
機
を
撃
墜
し
ま
し
た
。
敵
機
戦
闘
は
低
空
で
地
上
掃
射
を
す

る
。
支
那
大
陸
で
は
我
が
軍
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
ノ
モ
ン
ハ

ン
戦
は
有
力
な
ソ
連
空
軍
で
あ
る
か
ら
、
支
那
事
変
の
比
で
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
我
が
軍
の
損
害
は
少
な
く

敵
機
を
撃
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夜
間
は
続
い
て
防
空

壕
掘
り
で
し
た
。

翌
十
一
日
、
午
前
、
午
後
に
も
三
機
敵
機
来
襲
。
我
が
陣
地

は
無
事
で
あ
っ
た
が
味
方
の
高
射
砲
は
当
ら
ず
。
彼
我
共
に
損

害
な
く
、
夜
間
防
空
壕
を
掘
る
。
我
々
照
空
隊
は
敵
機
を
射
撃

す
る
こ
と
も
で
き
ず
無
防
備
で
あ
る
か
ら
、
空
襲
さ
れ
た
ら
手

も
足
も
出
な
い
、
敵
機
の
な
す
が
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
唯
一
の

頼
み
は
防
空
壕
、
掩
体
で
あ
り
ま
す
。

十
二
日
、
午
前
中
、
今
度
は
敵
の
超
重
爆
機
Ｔ
・
Ｂ
が
来
襲

被
害
な
し
。
十
三
日
、
曇
後
雨
の
た
め
か
敵
影
を
見
な
い
。
日

曜
で
も
あ
り
雨
の
た
め
か
？
と
陣
地
で
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

十
四
日
、
雨
止
ま
ず
何
も
か
も
陣
地
は
ジ
メ
ジ
メ
、
嫌
な
気
持

ち
だ
が
敵
影
を
見
な
い
。
十
五
日
、
十
六
日
、
敵
機
来
襲
な
く
、

午
前
中
対
空
監
視
を
し
て
い
ま
し
た
。
十
八
日
、
午
後
一
時
、

久
し
ぶ
り
に
敵
機
姿
を
見
せ
る
。
Ｔ
Ｂ
型
超
重
爆
機
の
航
速
の

大
な
の
に
は
驚
く
。
敵
は
だ
ん
だ
ん
と
戦
術
を
変
え
て
来
る
の

か
何
ん
と
な
く
不
安
で
あ
り
ま
し
た
。

十
九
日
、
ハ
ン
タ
ガ
ヤ
ま
で
敵
機
三
十
機
来
襲
の
報
が
あ
っ

た
が
、
我
が
陣
地
で
は
か
す
か
に
爆
音
を
聞
く
の
み
で
敵
影
は

発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
本
格
的
空
戦
が
始
ま
る
の

か
。い
よ
い
よ
敵
の
大
攻
撃
が
始
ま
っ
た
の
は
翌
日
の
二
十
日
か

ら
で
し
た
。
午
後
一
時
こ
ろ
、
数
十
機
の
敵
戦
闘
機
が
来
襲
し

て
来
ま
し
た
。
や
は
り
思
っ
た
と
お
り
先
日
の
戦
法
と
は
変
化

し
て
い
ま
す
。
戦
闘
機
は
我
が
高
射
砲
陣
地
に
地
上
掃
射
を
浴

び
せ
ま
す
が
、
高
射
砲
隊
は
び
く
と
も
せ
ず
射
撃
で
お
返
し
を

し
、
見
事
に
八
機
を
撃
墜
し
ま
し
た
。
今
度
は
敵
の
爆
撃
機
が

十
七
機
編
隊
で
我
が
陣
地
の
頭
上
を
通
過
し
爆
弾
を
投
下
し
ま

し
た
が
、
我
が
軍
に
損
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
照
空
隊
陣

地
は
昼
は
掩
体
の
中
故
発
見
さ
れ
ず
、
敵
空
襲
の
状
況
を
監
視

し
て
い
ま
す
。
夕
刻
よ
り
更
に
掩
体
・
防
空
壕
を
掘
り
ま
す
。

こ
れ
が
敵
の
攻
撃
を
避
け
る
唯
一
の
手
段
で
す
か
ら
。

二
十
一
日
、
九
時
こ
ろ
、
敵
二
機
の
編
隊
来
る
、
偵
察
の
た

め
か
。
十
一
時
こ
ろ
、
三
機
編
隊
敵
来
襲
し
爆
弾
投
下
。
十
九



時
こ
ろ
、
更
に
九
機
編
隊
に
て
来
襲
、
ア
ル
シ
ャ
ン
付
近
に
数

個
の
爆
弾
を
投
下
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
損
害
な
し
で
す
。

し
か
し
、
投
下
技
術
が
巧
み
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
驚
く
。
本

日
の
来
襲
機
は
い
ず
れ
も
爆
撃
機
で
高
度
は
六
千
メ
ー
ト
ル
以

上
の
高
空
か
ら
で
し
た
。

二
十
二
日
、
朝
七
時
こ
ろ
、
二
機
編
隊
敵
爆
撃
機
来
る
も
東

方
か
ら
西
方
へ
飛
び
去
り
、
そ
の
た
め
異
常
な
し
、
高
度
六
千

メ
ー
ト
ル
。
昨
日
同
様
対
空
監
視
を
し
、
夜
間
は
防
空
壕
掘
り
。

翌
日
、
敵
影
な
し
。
二
十
四
日
、
十
六
時
半
、
二
十
機
編
隊
の

爆
撃
機
来
襲
、
数
個
の
爆
弾
を
投
下
し
て
悠
々
と
飛
び
去
っ
て

行
っ
た
が
、
我
が
軍
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
も
、
高
度
六
千
メ
ー
ト
ル
か
ら
謀
略
用
？
ビ
ラ
を
投
下
。

夕
方
十
九
時
こ
ろ
、
四
機
編
隊
の
敵
機
来
襲
し
、
高
度
七
千
よ

り
爆
弾
投
下
、
更
に
は
急
降
下
爆
撃
ま
で
受
け
、
あ
な
ど
れ
ぬ

状
況
で
あ
る
の
で
、
夜
間
防
空
壕
掘
り
（
昼
間
で
は
陣
地
の
存

在
を
知
ら
れ
襲
撃
を
受
け
る
か
ら
）

。

二
十
五
日
、
敵
影
を
見
ず
。
夜
間
防
空
壕
掘
り
を
続
け
る
。

二
十
六
日
、
晴
後
風
強
く
小
雨
、
そ
の
た
め
か
、
午
後
四
時
こ

ろ
敵
爆
撃
機
一
機
見
る
だ
け
で
他
に
異
常
な
し
。
二
十
七
日
、

雨
後
晴
、
雷
雨
、
爆
音
聞
く
と
い
う
報
せ
が
あ
っ
た
が
敵
影
見

ず
。
友
軍
機
九
機
飛
来
の
情
報
は
聞
き
ま
し
た
。
二
十
八
日
、

爆
音
聞
く
も
機
影
見
ず
。
二
十
九
日
、
午
前
九
機
、
午
後
十
機

編
隊
の
友
軍
機
を
見
る
も
、
夜
間
は
防
空
壕
の
屋
根
を
作
る

（
前
前
日
の
雷
雨
な
ど
の
た
め
）

。
三
十
日
、
本
日
は
ず
っ
と

友
軍
機
の
み
飛
ぶ
。
三
十
一
日
、
昨
日
同
様
友
軍
機
の
み
、
午

前
、
機
械
・
機
器
運
搬
、
夜
防
空
壕
・
屋
根
作
り
を
続
け
る
。

九
月
一
日
、
三
十
二
機
編
隊
友
軍
機
飛
ぶ
。
九
月
二
日
、
我

が
陣
地
上
に
十
一
機
編
隊
の
友
軍
機
往
復
し
た
。
午
後
二
時
こ

ろ
、
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
上
空
に
お
い
て
数
機
の
爆
撃
機
・
戦
闘
機
、

我
が
陣
地
を
攻
撃
す
る
の
を
見
る
。
友
軍
機
一
機
が
応
援
を
求

め
に
戻
る
。
応
援
機
飛
来
の
頃
は
既
に
敵
影
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
夜
間
防
空
壕
屋
根
概
ね
完
了
し
ま
し
た
。

三
日
、
五
時
、
聴
測
を
主
と
す
る
訓
練
約
一
時
間
、
十
時
よ

り
友
軍
機
を
見
る
。
四
日
朝
、
八
機
編
隊
友
軍
機
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ

上
空
に
向
か
い
飛
来
、
続
い
て
敵
戦
闘
機
九
機
し
ば
ら
く
ぶ
り

に
姿
を
見
せ
る
も
被
害
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
数
回
、

友
軍
機
我
が
陣
地
上
空
を
飛
ぶ
。
昼
、
友
軍
機
一
機
故
障
の
た

め
阿
爾
山
司
令
部
付
近
に
不
時
着
し
、
機
体
が
大
破
し
た
の
を



見
ま
し
た
。

五
日
、

友
軍
機
と
敵
機
の
数
編
隊
を
見
る
が
戦
闘
機
は
な
く
、

何
か
状
況
が
変
わ
っ
た
状
況
が
感
じ
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
午

後
八
時
四
十
分
よ
り
十
時
ま
で
、
照
空
燃
射
光
訓
練
を
実
施

（
訓
練
戦
闘
期
で
も
実
施
）

。
六
日
、
午
前
五
時
よ
り
一
時
間

演
習
実
施
。
本
日
は
友
軍
機
の
み
飛
行
す
る
。
七
日
、
本
日
天

気
不
良
の
た
め
爆
音
ら
し
い
も
の
が
聞
こ
え
た
の
み
で
他
は
異

常
な
し
。
八
日
、
友
軍
機
の
爆
音
の
み
聞
く
。
九
日
、
午
前
中
、

友
軍
機
三
機
編
隊
を
三
度
ば
か
り
見
る
。

な
お
同
日
、
父
上
よ
り
二
通
の
手
紙
を
受
け
、
中
に
お
守
り

が
入
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
何
か
小
包
を
送
ら
れ
た
と
の
報
は
あ

り
ま
し
た
が
、
手
紙
の
中
に
「
幹
部
候
補
生
の
件
い
か
が
に
な

っ
た
」
の
文
が
あ
り
ま
し
た
。
胸
に
五
寸
釘
を
打
ち
込
ま
れ
た

感
じ
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
ほ
ど
申
し
た
と
お
り
、

私
は
家
の
こ
と
を
思
い
幹
候
受
験
を
断
念
し
ま
し
た
。
上
官
に

勧
め
ら
れ
た
こ
と
を
断
わ
っ
た
こ
と
で
、
男
と
し
て
、
軍
人
と

し
て
残
念
な
気
持
ち
は
残
っ
て
い
ま
し
た
。
翌
日
の
午
前
中
、

昨
晩
に
続
い
て
陣
地
で
父
上
に
手
紙
を
書
い
た
が
途
中
で
筆
を

止
め
、
幹
候
の
こ
と
を
考
え
る
と
何
か
気
が
引
け
て
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
日
は
我
が
心
の
中
の
ご
と
く
猛
烈
な
吹
雪
と

な
り
ま
し
た
。

十
四
日
、
晴
れ
た
と
思
う
と
降
り
、
降
る
と
ま
た
晴
れ
る
と

い
う
呆
れ
た
天
気
。
午
前
中
晴
れ
間
に
敵
影
を
見
る
。
し
か
し

何
も
せ
ず
飛
び
去
る
。
九
月
一
日
に
上
等
兵
進
級
の
旨
を
上
官

よ
り
聞
く
。
十
五
日
、
終
日
天
気
良
く
、
午
前
・
午
後
を
通
じ

数
機
の
友
軍
機
飛
来
。

十
八
日
、
夕
刻
よ
り
雷
鳴
凄
し
。「
一
天
俄
か
に
か
き
曇
り

雹
が
降
り
出
し
、
金
色
の
鵄
が
飛
来
し
、
神
武
天
皇
の
弓
の
先

に
止
ま
る
」
と
の
小
学
校
の
教
科
書
に
あ
る
ご
と
き
、
こ
の
戦

闘
勝
利
疑
い
な
し
。
神
は
正
義
に
味
方
す
る
。
ま
さ
に
、
翌
十

九
日
、
日
ソ
停
戦
条
約
締
結
の
報
を
聞
き
ま
し
た
。

二
十
三
日
に
な
る
と
、
近
い
う
ち
に
勤
務
地
の
転
換
が
あ
る

と
い
う
■
が
飛
び
ま
し
た
。「
公
主
嶺
へ
帰
る
」「
ノ
モ
ン
ハ
ン

へ
行
く
」「
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
に
行
く
」「
ハ
イ
ラ
ル
へ
行
く
」「
牡

丹
江
へ
帰
る
」
な
ど
の
情
報
で
す
。
教
育
演
習
が
な
い
の
で
直

ぐ
陣
地
へ
帰
り
、
装
具
を
纏
め
る
。
軍
装
検
査
・
機
材
整
備
と

い
つ
撤
去
命
令
が
出
て
も
出
発
で
き
る
よ
う
用
意
を
し
ま
し
た
。



し
か
し
、
今
ま
で
戦
闘
参
加
し
敵
航
空
状
況
の
監
視
、
防
空

壕
、
掩
体
な
ど
の
陣
地
構
築
等
の
働
き
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。
ま
た
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
の
戦

死
者
・
負
傷
者
の
功
は
酬
い
ら
れ
な
い
。
と
同
時
に
本
日
父
上

か
ら
手
紙
に
同
封
し
た
伊
勢
神
宮
両
社
の
お
守
り
を
戴
い
た
の

は
、
子
を
思
う
親
の
心
の
有
り
難
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
次
第

で
し
た
。
お
陰
で
、
数
多
い
空
襲
の
間
、
負
傷
せ
ず
に
勤
務
を

終
え
た
感
謝
に
も
続
い
て
い
る
も
の
で
す
。

二
十
四
日
、
早
朝
起
床
、
機
材
点
検
、
阿
爾
山
防
衛
の
最
後

の
監
視
■
に
立
つ
。
照
射
班
の
任
務
は
本
日
で
終
了
。
晩
は
初

め
て
穴
蔵
の
中
で
寝
た
が
、
非
常
に
寒
か
っ
た
。
二
十
五
日
、

帰
営
装
備
、
阿
爾
山
駅
ホ
ー
ム
集
結
。
十
九
時
二
十
分
、
同
駅

発
「
誠
に
残
念
で
あ
り
、
ま
た
思
い
出
深
い
生
活
で
あ
り
、
か

つ
戦
友
同
志
一
致
し
て
、
ソ
連
航
空
機
と
戦
っ
た
愉
快
な
面
を

も
っ
た
一
日
、
一
日
で
あ
り
ま
し
た
」

。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の

戦
闘
は
厳
し
か
っ
た
が
、
我
が
部
隊
将
兵
の
意
気
は
軒
昂
で
し

た
。今
ま
で
申
し
た
こ
と
は
、
兵
隊
と
し
て
の
三
カ
年
余
の
間
、

つ
け
た
日
誌
、
日
歴
を
参
考
と
し
た
私
の
戦
歴
で
し
た
。
細
か

い
記
録
は
大
切
な
資
料
と
し
て
大
切
に
保
管
す
る
つ
も
り
で
す
。

今
発
表
さ
れ
て
い
る
個
人
の
記
録
の
多
く
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
露
悪
に
な
っ
た
り
、
興
味
本
意
の
も
の
で
あ
り
が
ち
で
あ

り
ま
す
が
、
当
時
私
は
真
面
目
に
、
一
兵
と
し
て
書
き
続
け
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

満
州
で
の
国
境
警
備

終
戦
は
台
湾
で
憲
兵
隊
　 

栃
木
県
　
手
塚
敏
雄
　 

今
の
矢
板
市
、
大
正
十
年
六
月
十
八
日
当
時
の
泉
村
で
農
家

の
五
人
の
兄
弟
姉
妹
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
徴
集
兵
で
甲
種
合
格
、
昭
和
十
七
年
一
月
、
現

役
兵
と
し
て
、
兵
庫
県
の
篠
山
連
隊
に
入
営
し
ま
し
た
。
泉
村

か
ら
三
人
一
緒
で
し
た
が
、
歩
兵
連
隊
で
三
カ
月
間
の
教
育
で

特
業
は
軽
機
関
銃
で
す
。
篠
山
の
演
習
場
は
後
に
行
っ
た
満
州

と
比
べ
れ
ば
箱
庭
み
た
い
な
も
の
で
し
た
。
関
西
の
人
と
は
言

葉
が
違
う
「
関
東
の
ボ
ン
ク
ラ
イ
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
り
、
内




